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和歌山大学 西川一弘教授をお迎えして 

  
 

会長：寺本 匡  幹事：赤堀哲也  会報委員長：辻 諦淳 

                     事務所：〒646-0029 田辺市東陽 1-1 闘雞神社会館内 

田辺はまゆうロータリークラブ TEL0739-26-6181 

例会場：〒646-0029 田辺市東陽 1-1 闘雞神社会館 TEL0739-22-0155 

                       創立年月日：1992 年 1月 21日 例会日：毎週火曜日 18：30～ 

 ＵＲＬ：http://www.aikis.or.jp/~t-hamayu/ E-mail:t-hamayu@vm.aikis.or.jp 

 

 

 

  
 

  
 

 

 

                               寺本 匡 

 5月も中旬になり陽気な天気が続いています。 

少しググってみたのですが、5月 16日は松尾芭蕉が弟子の河合そらと共に“奥の細道”への旅に出発した日になるそうで

す。1689年のことですが・・・。旅に出発したことにちなんで、旅を愛する作家や芸術家などによって構成されている日本旅

のペンクラブが記念日に制定しています。ちなみに松尾芭蕉が旅に出発したのは 45歳だったそうです。今の私の年と同じに

なります・・・。 

コロナも５類に移行しました。どこか旅に出たい気分です。 

   

 

 

 

 

本日のロータリーソング 

我等の生業 

Today’ｓMeeting 

2023 年 5 月 23 日（火） 

『地方報道機関の昨日、今日、明日』 

紀伊民報取締役制作部長 

編集委員 長瀬稚春様 

 

 

クラブテーマ 

同志と共に 

2022-23年度 RI会長 

ジェニファーE.ジョーンズ 

第 2640地区ガバナー 

森本 芳宣 

2022-23Weekly Bulletin 

Next Week’ｓMeeting 

2023 年 5 月 30 日（火） 

内卓 

菊池正紀君 

 

Tanabe Hamayu Rotary Club 

出席報告   (第 1415回)          

会員数 出席免除 欠席者 出席率 

30名 1名 10名 65.52％ 

 

 
ゲスト 

和歌山大学教授 西川一弘様 

幹事報告 

メイクアップ 

〇5/13 裏橋眞琴 「クラブ社会奉仕委員長会議」和歌山市 

〇5/13 寺本 匡・赤堀哲也・山本敦洋・髙原 歩 

 「第一分区会長幹事会」 串本町 

配布 

○週報 1415 

 

回覧 

〇田辺東 RC週報 

〇ローターアクト第 41回地区年次大会のご案内 

〇ハイライトよねやま 278 

 

委員会報告 

◎出席・親睦・交流委員会 委員長 杉山竜二 

6月 6日（火）移動例会についてお知らせします。 

『元阪神タイガース鳥谷敬氏講演会』 

場所：和歌山城ホール    時間：17：30～ 

集合時間：16：00       ご参加よろしくお願いします。 

 

◎社会・環境保全委員会 委員長 大田忠博 

6月 3日（土）『田辺湾クリーン作戦』 13：30～ 

ご参加よろしくお願いします。 

http://www.aikis.or.jp/~t-hamayu/


四つのテスト 言行はこれに照らしてから Ⅰ真実かどうか Ⅱみんなに公平か Ⅲ 好意と友情を深めるか Ⅳ みんなのためになるかどうか 
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◎奉仕プロジェクト 

6月 3日（土）『献血活動』パビリオンシティ田辺店にて 

10：00～12：00  13：00～16：30 

皆さんのご協力よろしくお願いいたします。 

 

プログラム 

「和歌山大学と紀南の連携  

－実はここにも和歌山大学－」 

和歌山大学 

紀伊半島価値共創基幹“KiiPlus” 

教授 西川一弘様 

            

１，和歌山大学の概

要と最近の教育トピッ

ク 

 和歌山大学には約

4000人の学部生を

はじめ、大学院生、教

職員を合わせると約

5000人のコミュニティ

です。現在は教育学

部、経済学部、システ

ム工学部、観光学部

の四学部に加えて、本

年度からデータを利活用できる人材を育成する「社会イン

フォマティクス学環」が出来ました。大学院教育では「観光

地域共創人材」を養成する専門職大学院もできました。 

 また、全学教育としては「アンドレプレナーシップマインド

（起業家精神）」を専門的に教育する「アントレプレナー

シップデザインセンター」が発足しています。本センターでは

起業家を育成するというよりは、「まずはやってみる」「どうす

ればうまくいくだろうか」という思考力や行動力を育むことを

目的としています。 

 和歌山大学の学生のうち、約 25％（令和 4年度）が

県内進学者、後は県外からの進学者です。最近は近畿

圏からの進学者が多い傾向です。 

 

２，和歌山大学の紀南地域の組織的地域連携 

 組織的に地域連携を考えた際、紀南地域には「きのくに

活性化センター」と「和歌山大学南紀熊野サテライト」とい

う組織があります。いずれもビッグ・ユーの中にあるので同じ

ように思われるかもしれませんが、前者のきのくに活性化セ

ンターは、紀南の市町村（広域事務組合）や商工会議

所、ＪＡ紀南、和歌山県と一緒に作った組織で、和歌山

大学はメンバーのひとつです。地域づくりのプレイヤーとして、 

紀南で活動する学生の移動費や研究費の支援を行ってい

ます。後者の南紀熊野サテライトは大学の組織で、地域を

支えるサポーターとして、主に高等教育機能（大学院科目

や学部開放科目）を軸とした取り組みを行っています。 

 

３，紀南地域での和歌山大学の動き 

 紀伊民報の webサイトで「和歌山大学」と入力して検索

してみると、掲載された記事だけを見ても、いろんな動きが見

えてます。最近は、観光学部の学生が「学生目線で取材・

作成するガイドマップ」を作成したり、トルコ地震の支援募金

を在名古屋トルコ共和国総領事館へ持参したり、和歌山

の魅力を発信する学生団体を作ったりしています。きのくに

活性化センターでは教員希望の学生グループに研究助成

を行い、学生が田辺の偉人について調べたことをもとに「社

会教育のカリキュラム」を作成し、地元の子どもたちと一緒に

学習する機会を設けました。この時に学生は紀南出身者が

多く、教育実習前に、地域学習を地元の子どもと一緒に行

う貴重な経験が出来ました。地域での学びを深めて、是非

幅の広い考え方を持つ教員となって、紀南地域へ戻ってほ

しいと願っています。 

ニコニコ箱 

寺本 匡  最近、私の楽しみは、朝目覚め、大谷翔平選手

の活躍を確認する事です。今日は投げては 5勝目！打っては

9号ホームラン 3打点でした。 

赤堀哲也  先週土曜日、第 1分区の会長幹事会に出席

して、改めて 1年が過ぎる早さを実感しました。本日は西川一

弘先生、卓話楽しみにしています。よろしくお願いします。 

辻 諦淳  暑くなってきました。明日、明後日は３０℃を越

す所が出るとの予報。５月に真夏日、いろいろと困ることが起こ

りそうです。皆さん OS１（オーエスワン）を飲んで、熱中症か

ら守りましょう。西川一弘様、本日はよろしくお願い致します。 

菊池正紀  杉山竜二  大田忠博 （同文） 

菅根 清  先日卓話に来てくれた南紀こどもステーション理事

長の鹿毛さんが、田辺広報の表紙を飾っていました。そのバイタ

リーさには脱帽です。 

山本康夫  よしひろ兄貴と二人で高松へ行ってきました。土

曜の夜はそれぞれ単独行動で楽しんできました。 

矢田篤司  早退おわびします。 

坂本恵子  裏橋眞琴  植野彰子 谷本貴将 （同文） 

 


